
2012 年度事業報告 
［2012 年 8 月 1 日から 2013 年 7 月 31 日まで］ 

 
任意団体 ジャパン・フォー・サステナビリティ （JFS） 

 
1. 事業実施の概要 
 

8 月に設立 10 周年を迎え、記念シンポジウム『「つながる力」が日本と世界を変える―― 持続可能な未

来をつくる、メディア・情報・コミュニケーションとは？』を実施。メディアとして情報発信を通して、またはコミュ

ニケーションのプラットフォームを提供することで、変化をつくり出そうとしているゲストの方々をお招きし、その

経験や学びを共有しながら、参加者とともに、「新しい時代に変化を生み出す、メディア・情報・ コミュニケー

ションとは？」を考えた。 
情報発信事業では、設立時から絶やすことなく毎日続けている、国内発の環境・サステナビリティ情報の発

信を着実に実施。未来クル事業は、昨年度より引き続き日本興亜損害保険株式会社と共同で、世界中の子

どもたち（主に小学生高学年～中学生）を対象に、社会のことを自分たちで考え、お互いに学び合い、人に伝

え、行動するきっかけにするためのオンライン上のコミュニティサイトを運営した。 
地域経済幸せ事業を、日立環境財団の助成を得て１年間のプロジェクトとして立ち上げ、持続可能性の要

である地域レベルに焦点をあて、内外の自治体の新しい指標づくりのプロジェクトを取り上げ、地域の持続可

能性にとって不可欠である経済の視点がどのように盛り込まれているかを調査している。また、オープンセミナ

ーとして、幸福度について先進的な取り組みをしている東京都荒川区の事例について学ぶ「荒川区民総幸

福度（GAH=Gross Arakawa Happiness）の考え方とは」を行った。 
東北支援事業は、大震災の被害の大きかった東北３県を中心に、東北の今を見つめながら、子どもたちが

未来への希望を育むことや若者たちの復興リーダーシップ力育成を支援し、東北の学びを世界の人々と共有

するための３つのプロジェクト「東北子ども未来公演」「世界が東北から学ぶ旅」「復興を担う若手リーダー育成」

を進めた。 
 
2. 事業の実施に関する事項 
 
情報発信事業 
 

事業内容 ウェブ・ニュースレターによる持続可能性情報発信継続・拡充、新規コンテンツなど 
実施日 毎月、記事 30 本、ニュースレター１本、他随時 
実施場所 インターネット 
従事者数 250 人 
受益対象者の範囲 
および予数 

ニュース配信：184 カ国、約 7,800 人 
ウェブサイト利用者：延べ約 10 万人 

支出額 4,771 千円 
 
未来クル・MIRACLE プロジェクト 
 

事業内容 世界の子どもたちをつなぐコミュニティサイト「未来クル・MIRACLE―こども未来創

造プロジェクト」の運営 
実施日 通年 
実施場所 インターネット 
従事者数 8 人 
受益対象者の範囲 
および予数 ウェブサイト利用者 

支出額 6,535 千円 



 
地域の経済と幸せプロジェクト 
 

事業内容 

自治体の幸福度指標・豊かさ指標づくりを真に有意義なものにするための枠組

みづくり 
A: 国内外の自治体の指標研究 
B: セミナー実施 

実施日 4 月 1 日より 
実施場所 都内 
従事者数 5 人 
受益対象者の範囲 
および予数 

セミナー参加者 26 人 
ウェブサイト利用者 

支出額 135 千円 
 
未来を育む学び in 東北プロジェクト 
 

事業内容 

A: 被災地の子どもたちの演劇を企画・実施 
B1: 世界から招いた若者と国内の学生とで被災地を訪ね、復興に取り組む

人々から学ぶ 
B2: 上記学びの共有会およびシンポジウム実施 
C: 東北復興に取り組む若者を対象にリーダーシップ能力を育む講座を実施 

実施日 

A: 3 月 30 日 
B1: 8 月 20 日～25 日 
B2: 8 月 25 日 
C: 10 月から 2 月にかけ 4 回 

実施場所 

A:都内 
B1:東北 
B2:都内 
C:東北 

従事者数 4 人 

受益対象者の範囲 
および予数 

A: 来場者約 1,000 名 
B1: 14 名 
B2: 延べ約 135 名 
C: 延べ 79 名 

支出額 26,661 千円 
 
イベント事業 
 

事業内容 設立 10 周年記念シンポジウム 
実施日 9 月 6 日 
実施場所 都内 
従事者数 5 人 
受益対象者の範囲 
および予数 シンポジウム参加者 117 人 

支出額 67 千円 
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*2012年度執行予定分の
前年度収益を加えると

実質収支： △153千円
（経常収支： △26,564千円）

収益内訳
（単位：千円）

会費数減により会費収入が減少
補助金収入減少は東北支援事業分

事業費内訳
（単位：千円）

（単位：千円）

種別 当年度 前年比 収入比率

正会員 40 -43% 0.3%

法人会員 4,400 -30% 31.1%

個人サポーター 795 -13% 5.6%

会費収入合計 5,235 -21% 37.0%

事業収入 4,671 18% 33.0%

助成金収入 50 -50% 0.4%

東北復興支援寄付金 360 - 2.5%

一般寄付金収入 3,840 -58% 27.1%

補助金収入合計 4,250 -89% 30.0%

雑収入 2 -30% 0.0%

種別 当年度 前年比 比率

発信事業費 4,771 -13% 12.5%

イベント事業費 67 -83% 0.2%

物販事業費 0 -100% 0.0%

自然に学ぶ技術事業費 0 -100% 0.0%

地域経済幸せ事業費 135 - 0.4%

未来クル・ミラクル事業費 6,535 -6% 17.1%

東北支援事業費 26,661 - 69.8%

その他事業費 1 -100% 0.0%

事業費合計 38,170 88% 100.0%


